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工
事
中
か
ら
亀
裂
が
発
生

　　

相
楽
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成

８
年
に
設
計
と
工
事
監
理
を
㈱
ウ
エ
ス
コ
に
、

施
工
を
日
立
造
船
㈱
に
、
総
工
事
費
約
20
億

円
で
発
注
。
平
成
11
年
３
月
完
成
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
敷
地
造
成
の
工
事
中
か

ら
、
擁
壁
及
び
周
辺
土
地
に
沈
下
や
亀
裂
等

の
変
状
が
発
生
し
、
擁
壁
が
崩
壊
す
る
危
険

性
か
ら
造
成
地
の
一
部
の
使
用
制
限
が
必
要

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
施
設
運
営
に
も
影
響
が
出
る

な
ど
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
操
業
に
多
大

な
支
障
が
出
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
、

ご
み
処
理
施
設
に
は
大
き
な
問
題
は
な
い
と

し
て
、
同
年
４
月
か
ら
施
設
を
稼
働
さ
せ
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
工
事
請
負
業
者
ら
に
対
し
、
瑕
疵

担
保
責
任
に
よ
る
補
修
等
の
対
策
を
求
め
た

も
の
の
、
こ
の
敷
地
の
変
状
の
原
因
は
自
然

由
来
（
地
す
べ
り
）
で
あ
り
、
施
工
等
に
お

い
て
瑕
疵
は
な
か
っ
た
と
し
て
、
原
状
回
復

や
擁
壁
補
修
等
の
損
害
に
対
す
る
補
填
に
応

じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

止
ま
ら
な
い
敷
地
・

　
　
　
周
辺
土
地
の
変
状

　

そ
の
後
も
擁
壁
の
沈
下
や
膨
ら
み
・
ひ
び

割
れ
と
い
っ
た
変
形
は
収
束
せ
ず
、
崩
壊
に

よ
る
町
道
や
本
体
施
設
等
へ
の
被
害
が
懸
念

さ
れ
ま
し
た
。
議
会
や
住
民
の
方
々
か
ら
敷

地
や
周
辺
土
地
の
変
状
原
因
及
び
責
任
を
明

ら
か
に
し
、
根
本
的
修
復
工
事
を
早
急
に
す

　
こ
の
損
害
賠
償
請
求
事
件
は
、
笠
置
町
、
和
束
町
、
南
山
城
村
で
構
成
し
た
相
楽
東

部
じ
ん
芥
処
理
組
合
（
現
相
楽
東
部
広
域
連
合
が
継
承
）
が
、
発
注
し
た
三
町
村
の
ゴ

ミ
処
理
施
設
（
相
楽
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）
の
建
設
を
行
う
際
に
行
っ
た
敷
地
の

造
成
工
事
（
テ
ー
ル
ア
ル
メ
擁
壁
）
に
お
い
て
、
擁
壁
の
変
形
及
び
周
辺
土
地
が
変
状

を
き
た
し
た
も
の
で
す
。

　
問
題
が
発
生
し
て
20
年
余
り
が
経
過
、
訴
訟
提
起
後
、
12
年
余
り
を
経
て
、
平
成
30

年
12
月
26
日
に
相
手
方
（
設
計
者
㈱
ウ
エ
ス
コ
・
施
工
者
日
立
造
船
㈱
）
が
裁
判
所
が

提
示
し
た
和
解
案
を
受
諾
し
、
和
解
金
3
億
8
千
万
円
及
び
訴
訟
費
用
4
7
0
万
円
を

相
楽
東
部
広
域
連
合
に
支
払
う
和
解
が
成
立
し
ま
し
た
。

「
テ
ー
ル
ア
ル
メ
擁
壁
及
び
周
辺
土
地

変
状
に
伴
う
損
害
賠
償
請
求
事
件
」が
終
結
!!

特集
◆
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べ
き
と
の
意
見
も
い
た
だ
き
、
専
門
家
か
ら

の
意
見
、
顧
問
弁
護
士
と
の
協
議
も
ふ
ま

え
、
議
会
の
承
認
を
経
て
、
平
成
19
年
2
月

22
日
、
京
都
地
方
裁
判
所
に
工
事
請
負
業
者

ら
に
対
し
、
民
法
第
7
0
9
条
不
法
行
為

（
義
務
違
反
）
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
（
約

５
億
４
千
万
円
）
の
訴
え
を
提
起
し
ま
し
た
。

敷地の変状の状況

施
工
不
良
に
よ
る
変
状
が
判
明

　

訴
訟
は
、
変
状
の
主
な
原
因
が
ど
こ
に

あ
る
の
か
、
施
工
に
問
題
は
な
か
っ
た
の

か
、
そ
の
責
任
の
所
在
が
、
争
点
と
な

り
、
専
門
家
に
よ
る
意
見
が
必
要
に
な
っ
た

こ
と
や
裁
判
所
の
鑑
定
人
に
よ
る
鑑
定
な

ど
に
よ
り
、
審
議
は
７
年
余
の
時
間
を
要

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
変
状
の
主
な
原

因
は
、
工
事
の
施
工
不
良
に
よ
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
り
、
平
成
26
年
３
月
28
日
に

「
設
計
・
監
理
者
の
㈱
ウ
エ
ス
コ
と
施
工

者
の
日
立
造
船
㈱
に
対
し
て
、
連
帯
し
て

5
億
４
千
8
7
3
万
２
千
5
2
4
円
を
支
払

え
」
と
、
広
域
連
合
側
の
主
張
が
全
面
的
に

認
め
ら
れ
た
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
ま
し
た
。

判
決
を
不
服
と
し
て

　
　
　
相
手
方
が
控
訴

　

１
審
の
判
決
を
不
服
と
し
て
、
相
手
方

（
㈱
ウ
エ
ス
コ
は
、
４
月
10
日
に
、
日
立
造

船
㈱
は
、
４
月
14
日
）
が
、
大
阪
高
等
裁
判

所
に
控
訴
し
ま
し
た
。　

　

広
域
連
合
側
は
、
１
審
判
決
は
正
当
と
し

て
、
引
き
続
き
専
門
家
の
意
見
書
な
ど
、
新

た
に
証
拠
書
類
を
提
出
、
変
状
の
原
因
は
、

相
手
方
の
工
事
施
工
に
か
か
る
義
務
違
反
に

よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
主
張
し
て

き
ま
し
た
。

　

４
年
８
ヶ
月
に
及
ぶ
審
議
の
結
果
、平
成

30
年
12
月
11
日
に「
控
訴
人（
㈱
ウ
エ
ス
コ
及

び
日
立
造
船
㈱
）ら
は
、被
控
訴
人（
広
域
連

合
）に
対
し
て
３
億
８
千
万
円
の
和
解
金
と

4
7
0
万
円
の
訴
訟
費
用
を
認
め
る
」和
解

勧
告
が
提
示
さ
れ
、こ
の
内
容
で
受
諾
す
る

こ
と
を
12
月
24
日
の
議
会
で
承
認
い
た
だ
き
、

つ
い
に
12
月
26
日
に
和
解
・
決
着
し
ま
し
た
。

　

今
回
和
解
に
応
じ
る
こ
と
と
し
た
理
由
は
、

こ
れ
ま
で
の
広
域
連
合
が
主
張
し
て
き
た
、

擁
壁
工
事
の
損
害
額
、
応
急
的
な
安
全
対
策

費
や
裁
判
に
要
し
た
経
費
な
ど
が
、
ほ
ぼ
認

め
ら
れ
た
結
果
、
和
解
提
示
額
と
し
て
示
さ

れ
た
も
の
と
判
断
し
た
た
め
で
す
。

擁壁と隣接する町道の状況

（別表１）

和　解　内　容

１�　控訴人日立造船は、被控訴人に対し、本件和解金
として3億2千3百万円の支払い義務があることを認
める。

２�　控訴人ウエスコは、被控訴人に対し、本件和解金
として5千7百万円の支払い義務があることを認め
る。

３�　被控訴人は、控訴人らに対するその余の請求をい
ずれも放棄する。

４�　控訴人ら及び被控訴人は、控訴人らと被控訴人と
の間、控訴人日立造船と控訴人ウエスコの間に、本
件に関し、本件和解条項に定めるほか、何らの債権
債務がないことを、それぞれ相互に確認する。

５�　控訴費用のうち鑑定に要した費用700万円につい
ては、被控訴人230万円、控訴人ら各235万円の割
合でそれぞれ負担し、その余の控訴費用は第１、第
２審を通じ各自の負担とする。
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第
11
回

笠
置
町
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
会

　

３
月
11
日
（
月
）
、
「
第
11
回
笠
置
町
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
」
審
査
会
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
笠
置
町
の
魅
力
を
存
分

に
表
現
さ
れ
て
い
る
34
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
は
上
杉
裕
昭
さ
ん
（
三
重
県
名
張
市
）
の
「
歴

史
の
重
み
」
、
優
秀
賞
は
坂
口
恒
一
さ
ん
（
城
陽
市
）
の

「
桜
街
道
」
、
佳
作
は
塩
見
芳
隆
さ
ん
（
京
都
市
）
の
「
笠

置
寺
の
秋
」
、
ま
た
、
審
査
員
特
別
賞
と
し
て
深
井
賢
二
さ

ん
（
宇
治
市
）
の
「
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
に
挑
戦
」
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

表
彰
式
は
、
３
月
30
日
（
土
）
の
「
笠
置
さ
く
ら
ま
つ

り
」
内
に
て
お
こ
な
わ
れ
、
応
募
作
品
は
笠
置
町
産
業
振
興

会
館
に
て
４
月
１
日
（
月
）
～
26
日
（
金
）
ま
で
展
示
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
３
回 

健
康
キ
ャ
ラ
バ
ン

　
　

３
月
９
日
（
土
）
、
つ
む
ぎ
て
ら
す
に
て
第
３
回
健
康

キ
ャ
ラ
バ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
高
精
度
体
組
成
計
で
体
内
脂
肪
量
や
筋
肉
量

を
測
定
し
た
り
、
ロ
コ
モ
度
チ
ェ
ッ
ク
で
自
分
自
身
の
足
腰

の
強
さ
を
知
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
お
口
の
機
能
を
知
る

「
く
ち
リ
ン
ピ
ッ
ク
！
」
で
は
、
口
に
ふ
く
ん
だ
グ
ミ
を
子

ど
も
の
頃
の
よ
う
に
思
い
通
り
に
飛
ば
せ
ず
に
く
や
し
が
ら

れ
る
姿
や
、
お
皿
に
乗
せ
た
お
菓
子
を
ス
ト
ロ
ー
で
吸
い
上

げ
隣
の
お
皿
に
移
す
ゲ
ー
ム
等
で
笑
い
が
生
ま
れ
る
場
面
も

あ
り
、
子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
め
る
内
容
で
し
た
。

　

ま
た
、
同
会
場
で
「
特
定
健
康
診
査
」
も
実
施
し
、
初
め

て
健
診
を
受
け
て
い
た
だ
け
た
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
健
康
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
通
じ
て
自
分
自
身
の
健
康
に
つ

い
て
見
つ
め
な
お
し
、
み
な
さ
ん
が
病
気
に
な
ら
な
い
健
康

な
身
体
を
つ
く
っ
て
い
け
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
イ
ベ
ン
ト
開
催

　

3
月
17
日
（
日
）
、
湯
船
森
林
公
園
内
「
ゆ
ぶ
ね
M
T
B　

L
A
N
D
」
で
『
京
都
ゆ
ぶ
ね
「
春
よ
恋
ひ
」
エ
ン
デ
ュ
ー

ロ
』
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
雨
が
降
り
、
寒
さ
が
厳
し
い
な
か
関
東
や
北
陸
な

ど
遠
方
か
ら
も
集
ま
っ
た
約
1
5
0
人
の
参
加
者
た
ち
は
、

家
族
や
仲
間
か
ら
の
応
援
を
受
け
な
が
ら
1
周
約
2
・
5
㌔

の
コ
ー
ス
を
3
時
間
走
り
続
け
、
何
周
で
き
る
か
を
競
い
ま

し
た
。

　

大
会
を
通
じ
て
大
き
な
怪
我
も
な
く
、
レ
ー
ス
終
了
後
は

満
足
し
て
い
た
だ
け
た
様
子
で
２
０
２
１
年
に
開
か
れ
る
ワ

ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
の
弾
み
に
な
る
素
晴
ら
し
い

大
会
に
な
り
ま
し
た
。

まち＊むらの 話題

笠
置
町

笠
置
町

和
束
町

最優秀賞「歴史の重み」

山
を
駆
け
上
が
る
選
手
た
ち

4
加茂方面のお出かけに。【相楽東部広域バス】好評運行中!
運行日：月・水・金・土（祝日運行・12月29日〜１月３日は運休）
運　賃：最大300円

月ヶ瀬口駅発 8：15／10：15／13：15／15：40
加茂駅発 9：15／11：15／14：15／16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】
株式会社キタモリ	☎0595・38・1524
【その他の問合せ】
南山城村総務課	☎0743・93・0102

運
行
状
況
確
認

Q
R
コ
ー
ド



南
山
城
村

和
束
町

南
山
城
村

京
都
タ
ワ
ー
で
和
束
町
P
R

　

３
月
10
日
（
日
）
、
J
A
F
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
「
J
A
F

デ
ー
階
段
の
ぼ
り
in
京
都
タ
ワ
ー
」
に
和
束
町
が
出
展
し
ま

し
た
。

　

「
階
段
の
ぼ
り
」
イ
ベ
ン
ト
は
、
京
都
タ
ワ
ー
の
11
階
か

ら
続
く
２
８
５
段
の
普
段
開
放
さ
れ
て
い
な
い
螺
旋
階
段
を

の
ぼ
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
約
7
5
0
人
の
お
客
様
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　

和
束
町
は
展
望
室
１
階
の
ウ
ェ
ル
カ
ム
コ
ー
ナ
ー
で
自
治

体
P
R
ブ
ー
ス
と
し
て
和
束
茶
の
試
飲
・
販
売
、
観
光
P
R
、

茶
茶
ち
ゃ
ん
に
よ
る
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
を
お
こ
な
い
多
く
の

お
客
さ
ん
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

む
ら
の『
お
茶
の
日
』を
宣
言

　

２
月
21
日
（
木
）
、
第
41
回
南
山
城
村
茶
業
者
大
会
が
南

山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
宇
治
茶
の
主
産
地 

南
山
城
村
茶
品
評
会
や

茶
園
品
評
会
で
入
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ん
の
表
彰
と
、
株
式
会

社
堀
井
七
茗
園　

代
表
取
締
役
社
長
の
堀
井
長
太
郎
さ
ん
に

よ
る
講
演
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
当
日
を
『
お
茶
の
日
』
と
す
る
宣
言
が
採
択

さ
れ
、
お
茶
の
振
興
・
発
展
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

大
会
後
に
は
、
毎
年
恒
例
の
５
種
類
の
お
茶
を
飲
ん
で
産

地
を
見
極
め
る
『
茶
香
服
大
会
』
も
引
き
続
き
お
こ
な
わ
れ
、

15
チ
ー
ム
75
人
の
選
手
に
よ
り
日
頃
の
鍛
錬
の
成
果
を
競
い

ま
し
た
。

　
茶
香
服
大
会
結
果
（
敬
称
略
）

団
体
の
部　

優　

勝　

童
仙
房
チ
ー
ム�

82
点

　
　
　
　
　

準
優
勝　

南
山
城
村
茶
業
青
年
団
Ａ�

77
点

　
　
　
　
　

３　

位　

コ
ー
カ
共
同
製
茶�

69
点

個
人
の
部　

優　

勝　

西
村　

秀
俊�

21
点

　
　
　
　
　

準
優
勝　

小
西　

勝
治�

20
点

　
　
　
　
　

３　

位　

乾　
　
　

徹�

19
点

童
仙
房
開
拓
１
５
０
年
周
年

記
念
式
典

　

３
月
17
日
（
日
）
、
童
仙
房
開
拓
１
５
０
周
年
記
念
式
典

が
「
役
所
池
」
周
辺
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

童
仙
房
地
区
は
明
治
２
年
に
京
都
府
の
事
業
と
し
て
開
拓

が
始
ま
り
、
当
時
は
寺
院
や
神
社
を
は
じ
め
府
の
支
庁
や
郵

便
局
、
警
察
な
ど
が
整
備
さ
れ
る
な
ど
繁
栄
し
た
土
地
で
、

今
年
開
拓
１
５
０
年
を
迎
え
る
事
を
記
念
し
て
、
開
拓
に
縁

の
あ
る
土
地
の
整
備
等
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

「
役
所
池
」
と
呼
ば
れ
る
支
庁
跡
前
に
あ
る
池
周
辺
は
、

今
回
の
１
５
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
整
備
さ
れ
、
西
脇
京

都
府
知
事
が
書
い
た
記
念
碑
と
、
役
所
池
や
童
仙
房
支
庁
跡

の
説
明
看
板
を
設
置
。
式
典
に
は
西
脇
知
事
も
出
席
し
、
記

念
碑
の
除
幕
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
も
み
じ
の
郷
と
し
て
地
域
外
の
方
に
訪
問
し
て
い

た
だ
け
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
よ
う
と
、
も
み
じ
の
記
念

植
樹
も
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

まち＊むらの 話題

堀井長太郎さんの講演

茶香服大会の様子

西脇知事も参加してもみじを記念植樹

京都駅前の京都タワーで和束町をPRする茶茶ちゃん
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4月7日（日）は 京都府議会議員一般選挙の投票日です
私たちの代表を決める大切な選挙です。棄権しないで必ず投票しましょう。

投票日に投票に行けない人は、期日前投票または不在者投票をしましょう。
■期日前投票

　仕事・用事・旅行・病気・出産などのため、投票日の当日、投票所に行けないと見込まれる方が、
名簿登録地の市区町村の期日前投票所において、投票日の前でも投票ができる制度です。

■不在者投票
選挙期日前に行う次の投票は、従来どおりの不在者投票となります。
①仕事先・旅行先などの名簿登録地以外の市区町村でおこなう投票
②病院・老人ホーム等の施設でおこなう投票
③ 選挙期日（投票日）当日までに満18歳を迎えるが、投票をおこなおうとする日現在、まだ18歳に

到達しない場合等
■期日前投票・不在者投票はいつからいつまで？    

３月30日（土）～４月６日（土)　(投票日の前日）（午前８時30分～午後８時、土日もできます。）
■期日前投票所

笠 置 町　　笠置町役場本庁舎１階
和 束 町　　和束町役場１階　住民ホール　　
南山城村　　南山城村役場2階　住民相談室

　くわしくは、お住まいの町
村の選挙管理委員会までお問
合せください。

　笠置町選挙管理委員会
      ☎ 0743・95・2301

　（役場総務財政課内）
　和束町選挙管理委員会
　　 ☎ 0774・78・3001

　（役場総務課内）
　南山城村選挙管理委員会
　　 ☎ 0743・93・0102

　（役場総務課内）

＜ご注意ください＞　平成30年12
月29日以後、京都府内の市町村間
で住所を異動された人は、前住所地
で投票をおこなうことになります。
ただし、前住所地の選挙人名簿に登
録されていることが必要です。また、
その際は、市町村で発行する居住証
明書類を提示するか、引き続き京都
府内に住所を有することについて選
挙管理委員会による確認を受けるこ
とが必要です。

人権の花運動
感謝状贈呈式

　笠置小学校（３月６日）、和
束保育園（３月８日）、和束小
学校（３月４日）、南山城小学
校（３月11日）、それぞれの
校・園に、人権擁護委員さんよ
り人権の花運動の感謝状が贈呈
されました。
　こどもたちは球根から水仙の
花を咲かせることで、命の大切
さや思いやりについて学び、人
権について理解を深めるいい機
会となりました。

産業生活課を産業観光課に名称変更
　地域経済の発展や村の魅力アピール等に観光が果す役割は大きなも
のと捉えており、従来、産業生活課で取り組んでいた観光施策の更な
る充実を図るため名称変更します。

行 政 A d m i n i s t r a t i o n

南山城
村

3町村

住所移転されたみなさんの投票について
最近、引っ越しをされた方は、投票の場所が変わることがあります。お間違えのないようにご注意ください。

届出の別 届出の日
投票場所・選挙権の有無

備　考
新住所地で投票 前住所地で投票 投票できない

転
入
届
を

出
さ
れ
た
方

府外から転入
H30.12.28 以前 ○

H30.12.29 以後 ○

府内の
市町村から転入

H30.12.28 以前 ○

H30.12.29 以後 ○ ( 注意 ) 居住証明書類が必要

転
出
届
を

出
さ
れ
た
方

府外へ転出 全期間 ○

府内の
市町村へ転出

H30.12.28 以前に新住所地へ転入の届出 ○

H30.12.29 以後に新住所地へ転入の届出 ○ ( 注意 ) 居住証明書類が必要

➡

➡

児童の代表に感謝状を贈呈（南山城小学校） 笠置小学校贈呈式の様子

和束保育園 和束小学校

6
加茂方面のお出かけに。【相楽東部広域バス】好評運行中!
運行日：月・水・金・土（祝日運行・12月29日〜１月３日は運休）
運　賃：最大300円

月ヶ瀬口駅発 8：15／10：15／13：15／15：40
加茂駅発 9：15／11：15／14：15／16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】
株式会社キタモリ	☎0595・38・1524
【その他の問合せ】
南山城村総務課	☎0743・93・0102

運
行
状
況
確
認

Q
R
コ
ー
ド



　

３
月
14
日
（
木
）
に
笠
置
中
学
校
14
人
、
和
束
中
学
校
32
人

が
、
ま
た
３
月
20
日
（
水
）
に
は
笠
置
小
学
校
４
人
、
和
束
小

学
校
24
人
、
南
山
城
小
学
校
14
人
の
児
童
生
徒
が
卒
業
式
を
迎

え
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
卒
業
生
が
保
護
者
や
地
域
の
み
な
さ
ん
、
在
校
生
、

先
生
方
に
温
か
い
拍
手
で
迎
え
ら
れ
て
入
場
し
、
慣
れ
親
し
ん

だ
校
歌
を
斉
唱
し
た
あ
と
、
一
人
ず
つ
壇
上
に
上
が
り
、
校
長

先
生
か
ら
卒
業
証
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
卒
業
生
は
在
校
生

と
と
も
に
今
ま
で
の
思
い
出
を
振
り
返
り
、
学
び
舎
を
巣
立
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　

卒
業
生
た
ち
が
仲
間
と
一
緒
に
過
ご
し
た
思
い
出
を
胸
に
、こ

れ
か
ら
も
よ
り
大
き
く
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

笠
置
・
和
束
町
子
育
て
講
座

　

３
月
７
日
（
木
）
、
笠
置
保
育
所
と
和
束
保
育
園
で
そ
れ

ぞ
れ
子
育
て
講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
。
笠
置
町
で
は
、
京
都

府
ま
な
び
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
山
本
千
世
子
さ
ん
か
ら

『
子
育
て
は
親
育
て
』
と
題
し
て
、
子
ど
も
と
の
感
動
体
験

の
共
有
や
言
葉
か
け
の
大
切
さ
等
、
ご
自
身
の
実
際
の
体
験

を
ふ
ま
え
な
が
ら
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
和
束
町
で
は
、
株
式
会
社
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ

ラ
ボ
代
表
取
締
役
社
長
の
佐
々
木
阿
悠
佳
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、
親
子
で
出
来
る
・
お
家
で
出
来
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
体

験
し
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

88
人
が
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
旅
立
ち�

〜
小
中
学
校
卒
業
式
〜

教育

笠置子育て講座

和束子育て講座

和束中学校

笠置小学校 和束小学校 南山城小学校

笠置中学校

みなさん、ご卒業おめでとうございます

　先月の広報１２ページに掲載しています「平成31年度管内小・中学校土曜教育活動計画のお知らせ」におきまして、２中学校
の予定を逆に掲載していましたので下記の通り訂正版を掲載させていただきます。確認よろしくお願いいたします。
土曜日を活用した教育活動計画（予定） 和束中学校 ５月11日、６月８日、２月29日　笠置中学校６月１日、11月23日、12月21日

平成31年度
中学校土曜教育活動計画の
日程の訂正とお詫び7



【
学
校
教
育
】

　

新
し
い
教
育
課
程
、

小
学
校
の
英
語
科
や

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
、
中
学
校
の
道
徳

科
、
夏
休
み
の
短
縮

等
に
対
応
す
べ
く
、

今
年
度
も
、
三
つ
の

柱
で
臨
み
ま
す
。

　

一
つ
目
の
柱
は「〝
相
楽
東
部
な
ら
で
は
＂

の
教
育
の
一
層
の
推
進
」
で
す
。
小
規
模
校

の
特
性
を
活
か
し
、
子
ど
も
や
保
護
者
に
と

っ
て
〝
魅
力
あ
る
〟
学
校
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。
さ
ら
に
は
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
学

校
、
地
域
貢
献
等
に
よ
り
、
我
が
ふ
る
さ
と

を
愛
し
、
誇
り
に
思
う
児
童
生
徒
の
育
成
に

努
め
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、

「
質
の
高
い
学

力
を
は
ぐ
く
む
こ
と
」
で
す
。
各
校
教
職
員

が
一
体
と
な
り
、
自
校
の
課
題
と
目
標
を
共

有
し
て
、
学
力
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
」
を
実
現
す
る
授
業
づ
く
り
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

　

三
つ
目
の
柱
「
豊
か
な
人
間
性
の
育
成
」

に
お
い
て
は
、
道
徳
科
を
要
と
し
た
道
徳
教

育
、
人
権
学
習
を
軸
と
し
た
人
権
教
育
な
ど

心
の
教
育
の
一
層
の
充
実
を
図
り
、
他
人
を

思
い
や
る
心
、
他
者
と
の
共
生
を
重
ん
じ
る

心
な
ど
の
育
成
に
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

【
社
会
教
育
】

　

『
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
誰
も
が
、
自

己
実
現
に
む
け
て
主
体
的
に
学
び
続
け
、
学

習
効
果
を
適
切
に
活
か
す
』
と
い
う
生
涯
学

習
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

○ 
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
学
習
機
会

の
提
供
と
環
境
整
備

○ 

不
易
と
流
行
の
視
点
に
基
づ
く
適
切
な
事

業
の
開
催

○ 

各
町
村
に
お
け
る
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
活
性
化

○ 

三
町
村
間
の
活
発
な
交
流
と
支
援

○ 

自
然
環
境
や
文
化
財
の
保
護

○ 

サ
ー
ク
ル
活
動
の
活
性
化

○ 

南
山
城
地
域
学
校
協
働
本
部
設
置

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

地
方
創
生
に
お

い
て
教
育
の
果
た

す
役
割
が
極
め
て

大
き
い
折
り
、
相

楽
東
部
に
愛
着
を

持
つ
子
ど
も
た
ち

を
社
会
総
が
か
り

で
育
て
て
い
き
た

く
、
御
協
力
方
よ

ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

�

（
相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会
）

連
合
の
、連
合
に
よ
る
、連
合
の
た
め
の
人
づ
く
り

〜
31
年
度「
連
合
の
教
育
」の
重
点
〜

教育

学校教育　具体的重点事項

①一人一人が包み込まれ、みんなでつながる学校づくり
・ いじめの未然防止と不登校児童生徒ゼロを目指す取組の推進
・ スクールカウンセラーと連携した教育相談、生徒指導の充実

②児童生徒の体力の向上と健やかなからだづくり
・ 指導体制の確立による運動能力、競技力の向上と部活動の充実
・ 薬物乱用防止など多様化、深刻化する健康課題への組織的な対応

③特別支援教育の充実
・ 障がいにより教育上支援を要する全ての児童生徒への適切な支援
・ 特別支援学級の充実と相楽通級指導教室の積極的活用

④感性を磨き、創造力や表現力などを高める読書活動の推進
・ 『子どもの読書活動推進計画』に基づく読書に親しむ活動の推進
・ 管内各町村図書室との積極的な連携

⑤管内学校間連携強化による相互支援と切磋琢磨
・ 交流(合同)学習における小小・中中連携、教科指導に係る小中連携
・ 小中の確かなつながり、教職員間交流の充実

⑥目標に向かって挑戦し続け、外とつながる活気のある学校
・ 児童生徒の個性や能力、主体性を伸ばし、対外的にも活躍する学校
・ 相楽東部広域連合教育委員会研究指定校における研究発表会

⑦いのちを守るべく、安心・安全な学校づくり
・ 危機対応能力（自ら判断し、自ら行動する力）の育成
・ 安心・安全の確保に向けた教育環境づくり

社会教育の推進
１ 　乳幼児・青少年教育、成人教育や高齢者教育など生涯

の各時期に応じた学習機会の充実
２ 　地域の特性を活かした文化活動の充実・発展、各種文

化サークルの活動促進
３ 　地域住民のライフステージやライフスタイルに応じた

生涯スポーツの推進
４ 　家庭の教育力、地域社会の教育力の向上と『地域学校

協働活動』の積極的推進
５ 　社会問題や現代的課題に対応すべく、学校・家庭・地

域社会が連携・協働した子どもを支援する取組の推進
６ 　学校・家庭・地域社会や関係諸機関、各種団体などが

一体となった総合的な人権教育の推進

8
加茂方面のお出かけに。【相楽東部広域バス】好評運行中!
運行日：月・水・金・土（祝日運行・12月29日〜１月３日は運休）
運　賃：最大300円

月ヶ瀬口駅発 8：15／10：15／13：15／15：40
加茂駅発 9：15／11：15／14：15／16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】
株式会社キタモリ	☎0595・38・1524
【その他の問合せ】
南山城村総務課	☎0743・93・0102

運
行
状
況
確
認

Q
R
コ
ー
ド



保健・福祉

相楽休日応急診療所の診療体制

受付時間 午前８時30分～午後０時30分

診療時間 午前９時～

症状によっては診察できない場合や京都山城総合
医療センターを紹介する場合があります。

受診前には電話でお問合せください。
５月の診療科目は次のとおりです。(急に変更になる場合があります。)

月　日 診療科目 月　日 診療科目
５月 1日（水･祝） 内科･小児科 ５月 6日（月･祝）

内科５月 2日（木･祝）

内科

５月12日（日）
５月 3日（金･祝） ５月19日（日）
５月 4日（土･祝） ５月26日（日） 内科･小児科
５月 5日（日）
※４月分については広報れんけい３月号をご覧ください。

問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内）　☎0774・73・9988（直通）

　

昔
か
ら
水
泳
と
自
転
車
は
一

度
出
来
る
よ
う
に
な
る
と
一
生

忘
れ
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

ね
。
こ
れ
は
運
動
性
記
憶
、
或

い
は
何
度
も
何
度
も
練
習
し
て

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
ら

反
復
性
記
憶
と
呼
ば
れ
、
小
脳

が
司
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
脳
に
は
そ
れ
ぞ
れ
場
所
に
よ

り
働
き
が
あ
り
ま
す
。

　

で
は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
の
記
憶
は
と
い
う

と
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
と
呼
ば

れ
、
例
え
ば
買
い
物
に
出
か
け

駐
車
場
に
車
を
停
め
た
時
、
駐

車
場
の
ど
こ
に
車
を
停
め
た
か

を
帰
る
ま
で
は
覚
え
て
い
ま
す

が
、
翌
日
に
は
も
う
忘
れ
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
ね
。
こ
の
一
旦

記
憶
を
留
め
て
お
く
、
脳
の
部

分
が
海
馬
と
い
う
所
で
す
。
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
で
は

こ
の
海
馬
が
、
最
初
に
障
害
さ

れ
ま
す
。
そ
の
為
、
ご
飯
を
食

べ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
覚

え
ら
れ
な
く
な
り
「
ご
飯
を
食

べ
さ
せ
て
く
れ
な
い
」
と
訴
え

た
り
す
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
は
「
も
の
忘
れ
」
と

い
う
よ
り
「
新
し
い
事
を
覚
え

ら
れ
な
く
な
る
」
病
気
で
す
。

さ
て
、
一
度
海
馬
に
留
め
ら
れ

た
記
憶
は
眠
っ
て
い
る
間
に
整

理
さ
れ
ま
す
。
捨
て
て
し
ま
っ

て
も
よ
い
記
憶
と
残
し
て
お
く

記
憶
に
整
理
さ
れ
、
側
頭
葉
と

い
う
所
に
保
存
さ
れ
ま
す
。
し

か
し
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認

知
症
が
進
行
し
て
い
く
に
つ
れ
、

保
存
さ
れ
て
い
た
記
憶
も
消
え

て
い
き
ま
す
。
そ
れ
も
、
近
い

記
憶
か
ら
順
に
古
い
記
憶
へ
と

進
ん
で
い
き
ま
す
。
で
す
か
ら

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
し
っ
か
り

し
て
い
て
、
昔
の
事
は
私
な
ん

か
よ
り
よ
っ
ぽ
ど
覚
え
て
い

る
」
と
言
わ
れ
て
も
、
昨
日
買

い
物
に
出
か
け
た
事
を
忘
れ
て

い
る
な
ら
新
し
い
事
を
覚
え
ら

れ
な
く
な
っ
て
お
ら
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
一
度
専
門
の
医

療
機
関
を
受
診
さ
れ
て
も
い
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

さ
て
さ
て
、
読
者
の
方
に
は

私
も
駐
車
場
で
車
を
捜
し
ま
わ

っ
た
事
が
あ
る
と
ご
心
配
さ
れ

た
方
も
お
ら
れ
る
の
で
は
。
駐

車
場
に
車
を
停
め
た
事
を
覚
え

て
い
れ
ば
大
丈
夫
。
停
め
た
事

を
忘
れ
て
電
車
で
帰
っ
て
来
て

し
ま
っ
た
方
は
、
ち
ょ
っ
と
心

配
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

笠
置
町 

伊
左
治
医
院

院
長 

伊
左
治
友
子

　 　

　
会
師
医
楽
相

ス
イ
バ
ド
ア
康
健

そ
の
49 

そ
の
物
忘
れ
は
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？

現在39歳から56歳の男性の方へ
～風しんの追加的対策事業の開始について～

　平成31年２月１日から、1962（昭和37）年４月２日～1979（昭和54）年４月１日生まれの男性の方
が、風しんの定期予防接種の対象者として追加されました。対象者は、風しんの抗体検査及び予防接種が
原則無料となります。
※定期接種の対象となるのは、抗体検査の結果、抗体価が十分でなかった方です。
※この事業は2021年度末までの３年間の時限措置として行われます。

　現在、事業実施に向けて準備をしています。抗体検査・定期予防接種を実施できるようになりましたら、
対象者の方へ、通知及び必要書類を送付する予定です。

　　　 通知がお手元に届くまでに、風しん抗体検査を
受けられた方、また、検査の結果、抗体価が十分ではな
く、風しんの予防接種を受けられた方への対応を検討し
ております。該当される方は、風しん抗体検査の結果と
予防接種歴を証明できるもの（領収書等）を保管してお
いていただきますようお願い申しあげます。

問合せ
笠置町保健福祉課　　　　　☎ 0743・95・2301（代表）
和束町福祉課　　　　　　　☎ 0774・78・3006（直通）
南山城村保健福祉センター　☎ 0743・93・0294

注意
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安心・安全

山
火
事
防
火
運
動

　

春
は
入
山
者
が
増
加
し
、
空
気
の
乾
燥
・
季
節
風
・
フ
ェ
ー
ン
現
象
な

ど
の
気
象
条
件
に
よ
り
山
火
事
が
発
生
し
や
す
い
時
期
に
あ
た
る
こ
と
か

ら
、
当
消
防
本
部
で
は
４
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
「
山
林
防
火
運
動
」
を

実
施
し
、
山
火
事
予
防
を
呼
び
か
け
ま
す
。

【
山
火
事
防
止
の
た
め
の
注
意
点
】

 

枯
れ
草
等
の
あ
る
火
災
が
起
こ
り
や
す
い
場
所
で
は
、
た
き
火
を
し

な
い
こ
と
。

 

た
ば
こ
は
、
指
定
さ
れ
た
場
所
で
喫
煙
し
投
げ
捨
て
な
い
こ
と
。

 

た
き
火
等
火
気
の
使
用
中
は
そ
の
場
を
離
れ
ず
、
使
用
後
は
完
全
に

消
火
す
る
こ
と
。

 

火
入
れ
を
行
う
際
は
市
町
村
長
の
許
可
を
必
ず
受
け
る
と
と
も
に
、

あ
ら
か
じ
め
必
要
な
防
火
設
備
を
す
る
こ
と
。

 

強
風
時
や
乾
燥
時
に
は
、
た
き
火
・
火
入
れ
を
し
な
い
こ
と
。

 

児
童
等
に
よ
る
火
遊
び
は
さ
せ
な
い
こ
と
。

問
合
せ　

 

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
75
・
１
３
８
１

 　

「
モ
デ
ル
募
集
」
な
ど
と
偽
っ
て
契
約
さ
せ
、

脅
迫
的
な
言
動
等
に
よ
っ
て
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ

へ
の
出
演
を
強
要
す
る
事
案
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
安
易
な
契
約
は
せ
ず
、
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
そ
う
に
な
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

木
津
警
察
署

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
72
・
0
1
1
0

木
津
警
察
署
か
ら
の
お
し
ら
せ

◇
A
V
出
演
強
要

　

〜
悪
質
な
ス
カ
ウ
ト
・
勧
誘
に
気
を
つ
け
て
〜

◇平成31年度第１回京都府警察官採用試験の実施
試験区分 採用予定 申込受付期間 第１次試験日 採用予定日
警察官

（男性Ａ･10月）10名程度

インターネット
受付

３月１日（金）～
� ４月５日（金）

郵送受付
３月１日（金）～
� ４月10日（水）

５月12日（日）

平成31年
10月１日警察官

（男性Ｂ･10月）20名程度

警察官
（男性Ａ･４月）80名程度

平成32年
４月１日

警察官
（女性Ａ･４月）10名程度

警察官
（男性Ｂ･４月）20名程度

警察官
（女性Ｂ･４月） ５名程度

�

自
転
車
保
険
加
入
は
義
務
で
す

　

京
都
府
内
で
自
転
車
を
利
用
す
る
場
合
は
、
自
転
車
保
険
（
※
）
に
加

入
し
ま
し
ょ
う
。

※ 

自
転
車
の
利
用
に
よ
り
交
通
事
故
を
起
こ
し
て
他
人
に
怪
我
を
負
わ
せ

た
場
合
な
ど
に
、
そ
の
損
害
を
補
償
で
き
る
保
険
。

問
合
せ　

 

き
ょ
う
と
自
転
車
保
険
専
用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

 　
　
　
　

 

0
1
2
0
・
6
7
0
・
0
2
2
［
午
前
9
時
～
午
後
6
時

（
土
・日
・
祝
日
及
び
年
末
年
始
を
除
く
）］

※ 

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
は
、京
都
府
損
害
保
険
代
理
協
同
組
合
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

※ 

義
務
化
の
内
容
に
つ
い
て
は　

☎
0
7
5
・
4
1
4
・
4
3
6
7
（
京
都

府
安
心
・
安
全
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

大
規
模
火
災
に
備
え
て

　

３
月
３
日
（
日
）
、
南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
）
で
、
相
楽
中
部
消
防
協
議
会
（
協
議
会
長
・
岡
田
周

一
和
束
町
消
防
団
長
）
合
同
訓
練
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

相
楽
中
部
消
防
協
議
会
の
構
成
４
市
町
村
（
木
津
川
市
・

笠
置
町
・
和
束
町
・
南
山
城
村
）
消
防
団
と
相
楽
中
部
消
防

本
部
で
、
連
携
や
協
力
体
制
の
確
認
を
と
り
な
が
ら
熱
心
に

訓
練
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

やまなみホール研修室からの出火を想定した放水訓練

 

◎
も
し
も
被
害
に
遭
わ
れ
た
ら

　

・ 

警
察
で
は
24
時
間
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

◦ 一
人
で
悩
ま
ず
、警
察
本
部
も
し
く
は
最
寄
り

の
警
察
署
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ご存知ですか?

10
加茂方面のお出かけに。【相楽東部広域バス】好評運行中!
運行日：月・水・金・土（祝日運行・12月29日〜１月３日は運休）
運　賃：最大300円

月ヶ瀬口駅発 8：15／10：15／13：15／15：40
加茂駅発 9：15／11：15／14：15／16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】
株式会社キタモリ	☎0595・38・1524
【その他の問合せ】
南山城村総務課	☎0743・93・0102

運
行
状
況
確
認

Q
R
コ
ー
ド



講
座

大
人
も
W
a
k
u
W
o
r
k
体
験
事
業

『
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
講
座
』（
3
町
村
）

実
施
日　

４
月
24
日（
水
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　

所　

つ
む
ぎ
て
ら
す（
笠
置
町
）　
　
　

講　

師　

 

今
井　

信
子
さ
ん（
イ
メ
ー
ジ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

参
加
対
象　

 

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上（
高
校
生

不
可
）

参
加
費　

１
０
０
円（
講
習
料
）

　
　
　
　

※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

持
ち
物　

な
し 

定　

員　

先
着
10
人

申
込
受
付　

４
月
８
日（
月
）～
19
日（
金
）

※
土
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
5
時

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

そ
の
他　

 

詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

『
春
の
寄
せ
植
え
教
室
』（
3
町
村
）

実
施
日　

５
月
16
日（
木
）

会
場
・
時
間① 

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

　

午
前
10
時
～
11
時

② 

南
山
城
村
文
化
会
館

　

午
後
２
時
～
３
時

講　

師　

勝
田　

智
子
さ
ん

参
加
対
象　

 

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上（
高
校
生

不
可
）

参
加
費　

 

１
，６
０
０
円
程
度（
材
料
費
・
講
習
料
）

　
　
　
　

※
当
日
徴
収
し
ま
す

持
ち
物　

軍
手
、ス
コ
ッ
プ
、タ
オ
ル
、割
り
箸

定　

員　

各
教
室 

先
着
10
人

申
込
受
付　

４
月
22
日（
月
）～
５
月
８
日（
火
）ま
で

※ 

土
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後

5
時

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

そ
の
他　

 

詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

『
健
康
体
操
』（
笠
置
町
）

実
施
日　

４
月
11
日（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　

所　

つ
む
ぎ
て
ら
す

講　

師　

鷹
野　

明
子
さ
ん

参
加
対
象　

笠
置
町
在
住
か
つ
60
歳
以
上
の
方

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
７
２
６

『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』（
南
山
城
村
）

実
施
日　

4
月
13
日（
土
）

時　

間　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場　

所　

や
ま
な
み
ホ
ー
ル　

和
室

講　

師　

菅
瀬　

操
仙
さ
ん

対
象
者　

親
と
子
の
茶
道
教
室
受
講
生

　
　
　
　

※ 

受
講
生
以
外
の
方
で
も
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

『
大
人
の
英
会
話
教
室
』

●
和
束
町
教
室

実
施
日　

4
月
15
日（
月
）

時　

間　

午
後
7
時
30
分
～
8
時
40
分

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講　

師　

イ
ー
ラ
イ・フ
ァ
ス
タ
先
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

●
南
山
城
村
教
室

４
月
は
都
合
に
よ
り
休
室
し
ま
す
。

2
0
1
9（
平
成
31
）年
度
相
楽
手
話
奉
仕
員
養
成
事
業

「
手
話
教
室
」

日　

時　

�

前
期�

入
門
編 

5
月
15
日
～
9
月
4
日

　
　
　
　

 

毎
週
水
曜
日 

午
後
7
時
～
9
時

　
　
　
　

全
16
回

 　
　
　
　

※
予
備
日
9
月
11
日　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

※
休
講
日
8
月
14
日

　
　
　
　

 

後
期�

基
礎
編 

9
月
25
日
～
2
月
12
日

　
　
　
　

毎
週
水
曜
日 

午
後
7
時
～
9
時

　
　
　
　

全
19
回

　
　
　
　

※
予
備
日 

2
月
19
日　
　

　
　
　
　

※
休
講
日 

12
月
25
日
、1
月
1
日　

　
　
　
　

◇ 

前
期（
入
門
編
）は
、名
前
・
住
所
・
趣
味
・

仕
事
・
年
月
日
な
ど
の
手
話
を
学
習
し

ま
す
。ろ
う
あ
者
と
手
話
で
挨
拶
や
自

己
紹
介
の
会
話
が
で
き
る
レ
ベ
ル
を
目

指
し
ま
す
。

　
　
　
　

◇ 

後
期（
基
礎
編
）は
、手
話
の
基
本
文
法

を
学
習
し
ま
す
。ろ
う
あ
者
と
手
話
で

日
常
会
話
が
で
き
る
レ
ベ
ル
を
目
指
し

ま
す
。

　
　
　
　

◇ 

前
期（
入
門
編
）の
み
、あ
る
い
は
後
期

（
基
礎
編
）の
み
の
受
講
も
で
き
ま
す
。

場　

所　

 

木
津
川
市 

東
部
交
流
会
館（
カ
ル
チ
ャ
ー

ル
ー
ム・
多
目
的
ホ
ー
ル
）

受
講
資
格　

◇
初
め
て
手
話
を
学
ぶ
方

　
　
　
　

◇ 

笠
置
町
・
和
束
町
・
精
華
町
・
南
山
城
村
・

木
津
川
市
に
在
住
、ま
た
は
通
勤
・
通
学

さ
れ
て
い
る
高
校
生
以
上
の
方

定　

員　

40
人

費　

用　

 

受
講
料
は
無
料
。た
だ
し
、教
材
費
・
特
別

講
座
・
手
話
関
連
書
籍
は
実
費
負
担
。

教　

材　

①
前
期（
入
門
編
）

　
　
　
　

 

手
話
奉
仕
員
養
成
テ
キ
ス
ト
「
手
話
を
学

ぼ
う　

手
話
で
話
そ
う
」

　
　
　
　

 一
般
財
団
法
人
全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
出
版

局
発
行 

3
，2
4
0
円（
税
込
）

�　
　
　
　

②
後
期（
基
礎
編
）

　
　
　
　
「
日
本
聴
力
障
害
新
聞
」

　
　
　
　

  一
般
財
団
法
人
全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
出
版

局
発
行 

3
，9
0
0
円（
税
込
）

 　
　
　
　
（
年
間
・
送
料
込
）

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
ま
た
は
F
A
X
で

①
氏
名（
ふ
り
が
な
）　

②
郵
便
番
号
・
住
所　

③
年
齢　

④
手
話
学
習
経
験
の
有
無　

⑤
連
絡
先（
電
話
・フ
ァ
ク
ス
）

⑥ 

笠
置
町
・
和
束
町
・
精
華
町
・
南
山
城
村
・

木
津
川
市
に
在
住
し
て
い
な
い
場
合
は

勤
務
先
ま
た
は
通
学
先
を
記
入
し
て
事

務
局
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

4
月
24
日（
水
）（
必
着
）

申
込
み
・
問
合
せ

〒
6
1
9
︱

0
2
1
4　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15 

相
楽
会
館
内

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
内

相
楽
「
手
話
教
室
」
事
務
局
（
担
当
：
山

﨑
・
宮
原
）

☎
0
7
7
4
・
75
・
2
0
3
0

FAX
0
7
7
4
・
72
・
6
8
6
2

催
し

 

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
の
催
し

企
画
展「
木
津
川
流
域
の
首
長
墳
」

日　

時　

 

4
月
27
日（
土
）～
6
月
16
日（
日
）ま
で　

午
前
9
時
～
午
後
4
時
30
分

場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館

文
化
財
連
続
講
座

内　

容　

 

文
化
財
に
関
し
て
タ
イ
ム
リ
ー
で
身
近
な

話
題
を
提
供
し
、文
化
財
へ
の
理
解
を
深

め
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
連
続
講
座

で
す
。

日　

時　

 

4
月
20
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館

演　

題　

恭
仁
宮
関
係

講　

師　

 

京
都
府
教
育
庁
指
導
部
文
化
財
保
護
課
職

員

聴
講
料　

無
料
。た
だ
し
入
館
料
が
必
要
。

　
　
　
　

※
事
前
申
込
み
は
不
要
。

わ
か
り
や
す
い
文
化
財
セ
ミ
ナ
ー

「
西
国
街
道
を
歩
く
」

日　

時　

 

4
月
27
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

定　

員　

30
人
先
着
順

参
加
費
用　

無
料

申
込
期
限　

 

4
月
20
日（
土
）ま
で（
定
員
に
な
り
次
第

締
切
）

in
fo
rm

ation

おしらせ

（
笠
置
町
）

歳
以
上
の
方

分

日（
金
）

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
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所
在
地　

木
津
川
市
山
城
町
上
狛
千
両
岩

入
館
料　

 一
般
2
0
0
円
、小
中
学
生
50
円

開
館
時
間　

午
前
9
時
～
午
後
4
時
30
分

　
　
　
　

※ 

休
館
日　

月
曜
日［
4
月
29
日
（
月
･

祝
）は
開
館
］

問
合
せ　

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
総
務
課

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
･

86
･
5
1
9
9

　
　
　
　

FAX
0
7
7
4
･

86
･
5
5
8
9

※ 

催
し
の
日
時
等
に
つ
い
て
は
、変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

『
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
』

実
施
日　

５
月
24
日（
金
）

時　

間　

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

場　

所　

 

和
・
民
家 

C
a
f
e 

豆
茶
牛（
ま
め
ち
ゃ

ご
）（
笠
置
町
）

　
　
　
　

※ 

送
迎
が
必
要
な
方
は
お
申
し
込
み
の
際

に
ご
相
談
く
だ
さ
い

参
加
対
象　

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
中
学
生
以
上
の
方

定　

員　

先
着
10
名

参
加
費　

無
料（
※
飲
物
代
は
個
人
負
担
）

申
込
受
付　

５
月
８
日（
水
）～
22
日（
水
）

　
　
　
　

※
月
火
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
5
時

申
込
み　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
図
書
室

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
0
1
3

募
集

農
の
ま
ち
T
V
F
講
座

日　

時　

 

5
月
14
日
～
7
月
16
日

　
　
　
　

 （
※
毎
週
火
曜
日
）午
後
1
時
35
分
～
3

時
25
分（
予
定
）

場　

所　

京
都
府
立
木
津
高
等
学
校

　
　
　
　

シ
ス
テ
ム
栽
培
実
習
室
・
実
習
農
場
他

内　

容　

◇ 

各
回
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
講
義

⇐

実
習
を

展
開
し
ま
す
。

　
　
　
　

◇ 

講
義
内
容
は
、野
菜
・
草
花
・
お
茶
の
分

野
で
す
。講
師
は
木
津
高
校
教
員
が
担

当
し
ま
す
。実
習
は
、生
徒
が
補
助
に
入

り
ま
す
。

　
　
　
　

◇ 

講
義
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
詳
細
は
、説
明
会

で
話
し
ま
す
。

受
講
料　

無
料

説
明
会　

 

4
月
16
日（
火
）　

午
後
4
時
～
5
時

　
　
　
　
（
受
付
開
始
3
時
30
分
～
）

　
　
　
　

 

受
付
：
木
津
高
校
本
館
の
玄
関
前

　
　
　
　

会
場
：
会
議
室（
本
館
3
階
）

申
込
み　

 

説
明
会
後
、そ
の
場
で
お
こ
な
い
ま
す
。

定　

員　

約
20
人

そ
の
他　

 

休
ま
ず
受
講
で
き
る
人
を
希
望
し
ま
す
。

　
　
　
　

 

申
込
み
多
数
の
場
合
は
、抽
選
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。（
決
定
通
知
の
方
法
は
、説
明

会
で
連
絡
し
ま
す
。）

問
合
せ　

 

京
都
府
立
木
津
高
等
学
校
（
農
場
部 

T
V
F
担
当
係
）

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
72
・
0
0
3
1

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員
募
集

（
笠
置
町
）

　

笠
置
町
が
指
定
す
る
給
水
区
域
の
水
道
メ
ー
タ
ー

検
針
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数　

 
1
人（
応
募
者
が
募
集
人
数
を
超
え
た
場

合
、予
告
な
く
募
集
を
打
ち
切
る
こ
と
が

ご
ざ
い
ま
す
。予
め
ご
了
承
お
願
い
い
た

し
ま
す
。）

業
務
内
容　

 

携
帯
用
端
末（
ハ
ン
デ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル
）を

用
い
た
、水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
業
務
。笠

置
町
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例
に
基
づ
き
、

委
託
契
約
と
し
て
作
業
に
従
事
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

委
託
期
間　

 

採
用
日
か
ら
2
0
2
0
年
３
月
31
日
ま
で

（
以
後
、年
度
毎
に
更
新
）

委
託
料　

 

検
針
１
件
あ
た
り　

１
０
０
円

応
募
資
格　

１
・ 

継
続
的
に
業
務
に
従
事
で
き
る
方

　
　
　
　

２
・ 

委
託
契
約
時
に
満
70
歳
未
満
の
方

　
　
　
　

３
・ 

普
通
自
動
車
免
許
又
は
原
動
機
付
自

転
車
免
許
等
を
有
し
、
自
家
用
車
で

検
針
可
能
な
方

応
募
期
限　

 

7
月
12
日（
金
）必
着（
応
募
者
が
募
集
人

数
を
超
え
た
場
合
、予
告
な
く
募
集
を
打

ち
切
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。予
め
ご
了

承
お
願
い
い
た
し
ま
す
。）詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｈ　

Ｐ　

 https://w
w

w
.tow

n.kasagi.lg.jp/

相
談

出
張
が
ん
個
別
相
談
会

日　

時　

 

4
月
2
日（
火
）・
5
月
7
日（
火
）・
6
月

4
日（
火
）

　
　
　
　

い
ず
れ
も
午
後
1
時
か
ら
3
時
30
分

場　

所　

京
都
府
山
城
南
保
健
所

相
談
員　

 

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の

保
健
師
ま
た
は
看
護
師

相
談
料　

無
料

予
約
・
問
合
せ

　
　
　
　

 

実
施
日
の
前
日
午
後
4
時
ま
で
に
左
記
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

 

京
都
市
南
区
東
九
条
下
殿
田
町
43

　
　
　
　

メ
ル
ク
リ
オ
京
都
2
階

　
　
　
　

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

０
１
２
０
・
０
７
８
・
３
９
４

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※ 

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
電
話

及
び
対
面
相
談
を
、月
～
金（
祝
日
・
年
末
年
始
を

除
く
）の
午
前
９
時
～
正
午
、午
後
１
時
～
４
時
に

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、こ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

不
動
産
無
料
相
談
会

日
時
及
び
場
所

　
　
　
　

 

4
月
5
日（
金
）午
前
10
時
～
午
後
4
時

（
受
付
は
午
後
3
時
30
分
ま
で
）

　
　
　
　

① 

京
都
市
消
費
生
活
総
合
セ
ン
タ
ー
研
修
室　

　
　
　
　
　

 

京
都
市
中
京
区
烏
丸
御
池
東
南
角

　
　
　
　
　

 

ア
ー
バ
ネ
ッ
ク
ス
御
池
ビ
ル
西
館
4
階

　
　
　
　

② 

京
田
辺
市
商
工
会
館
（
C
I
K
ビ
ル
）

3
階
3
0
3
会
議
室

　
　
　
　

※ 

②
京
田
辺
市
会
場
は
事
前
予
約
制
で
す

の
で
、公
益
社
団
法
人
京
都
府
不
動
産

鑑
定
士
協
会
に
、4
月
3
日（
水
）午
後

4
時
ま
で
に
電
話
予
約
願
い
ま
す
。

内　

容　

 

不
動
産
鑑
定
士
が
土
地
建
物
の
価
格
・
賃

料
・
権
利
関
係
・
有
効
利
用
等
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。

予
約
・
問
合
せ

　
　
　
　

 

公
益
社
団
法
人
京
都
府
不
動
産
鑑
定
士
協
会

☎
0
7
5
・
2
1
1
・
7
6
6
2

FAX
0
7
5
・
2
1
1
・
7
7
0
6

Ｈ　

Ｐ　

 http://w
w

w
.kantei-kyoto.or.jp

平
成
31
年
度
府
民
相
談
日

日　

時　

交　通　事　故 人権特設
４月 11日
５月 ９日 16日
６月 13日
７月 11日 18日
８月 ８日
９月 12日 19日
10月 10日
11月 14日 21日
12月 12日
１月 ９日 16日
２月 13日
３月 12日 19日

備考
◇毎月第二木曜日
　午前９時～午後４時
◇受付は午後３時30分まで。
◇午後開始は１時30分から

◇奇数月第３木曜日
　午後１時～４時
◇受付は午後３時30分まで。

場　

所　

 

京
都
府
木
津
総
合
庁
舎 

第
３
会
議
室

問
合
せ　

 

京
都
府
山
城
広
域
振
興
局
木
津
地
域
総
務
室

☎
０
７
７
４
・
72
・
０
０
５
１

健
康
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日

場　

所

４
月
１７
日（
水
）

本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

４
月
１９
日（
金
）

童
仙
房
公
民
館

４
月
２６
日（
金
）

高
尾
公
民
館

時　

間　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

人
権
相
談（
笠
置
町
）

実
施
日　

4
月
16
日（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
～
４
時

場　

所　

 

産
業
振
興
会
館
１
階
和
室

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課
・
笠
置
町
総
務
財
政
課

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1
（
代
表
）

informationおしらせ

12
加茂方面のお出かけに。【相楽東部広域バス】好評運行中!
運行日：月・水・金・土（祝日運行・12月29日〜１月３日は運休）
運　賃：最大300円

月ヶ瀬口駅発 8：15／10：15／13：15／15：40
加茂駅発 9：15／11：15／14：15／16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】
株式会社キタモリ	☎0595・38・1524
【その他の問合せ】
南山城村総務課	☎0743・93・0102

運
行
状
況
確
認

Q
R
コ
ー
ド



in
fo
rm

ation

おしらせ

人
権
相
談（
和
束
町
）

実
施
日　

4
月
26
日
（
金
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　

所　

 
和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

 
人
権
啓
発
課
（
和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
内
）

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
4
8
8
（
直
通
）

行
政・人
権・困
り
ご
と
相
談

（
南
山
城
村
）

実
施
日　

4
月
22
日（
月
）

時　

間　

午
前
9
時
30
分
～
正
午

場　

所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ
ー

ル
）

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
1
0
2（
直
通
）

無
料
法
律
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日　

4
月
22
日（
月
）

時　

間　

 

午
後
1
時
30
分
～
5
時（
相
談
時
間
は
30

分
）

場　

所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ
ー

ル
）

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
1
0
2（
直
通
）

※ 

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。事
前

予
約
は
4
月
19
日
（
金
）午
後
5
時
ま
で
受
付
け

て
い
ま
す
。

就
職
相
談
会

（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

日　

時　

 

4
月
23
日（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

場　

所　

木
津
川
市
木
津
駅
前
1
︱
10

　
　
　
　

 （
J
R
木
津
駅 

西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
前
す

ぐ
）し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー「
あ
ん
」

費　

用　

無
料

問
合
せ　

 

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

「
あ
ん
」

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
1

　
　
　
　

FAX
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
5

※ 

相
談
会
以
外
の
日
に
も
、ご
相
談
を
お
受
け
し
て

お
り
ま
す
の
で
、お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

き
こ
え
の
相
談
会

日　

時　

 

4
月
24
日（
水
）

　
　
　
　

①
午
前
10
時
～　

②
午
前
11
時
～

　
　
　
　

③
午
後
1
時
～　

④
午
後
2
時
～　

場　

所　

 

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー（
相
楽
会

館
内
）

内　

容　

 

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
・
聴
力
測
定

　
　
　
　

 （
聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
1
時
間
程
度
）

対　

象　

 

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い
で
聴

こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
と

そ
の
ご
家
族

費　

用　

無
料

申
込
み　

 

お
電
話
ま
た
は
、
F
A
X
で
4
月
17
日

（
水
）
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
ご

予
約
の
際
、お
名
前
・
年
齢
・
住
所
・
電
話

（
F
A
X
番
号
）・
相
談
内
容
・
ご
希
望
の

時
間
帯
を
お
し
ら
せ
く
だ
さ
い
。申
込
み

が
多
い
場
合
は
、変
更
を
お
願
い
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

問
合
せ　

〒
６
１
９
︱
０
２
１
４

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15

　
　
　
　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
75
・
２
０
３
０

　
　
　
　

FAX
0
７
７
４
・
72
・
６
８
６
２

そ
の
他

宇
治
税
務
署
か
ら
の
お
し
ら
せ

　

宇
治
税
務
署
管
内
で
は
、「
消
費
税
軽
減
税
率
制

度
説
明
会
」を
左
記
の
日
時
・
場
所
で
開
き
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、会
場
の
収
容
人

数
を
超
え
た
場
合
に
は
、受
付
を
終
了
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

日　

時　

① 

4
月
18
日（
木
） 

午
後
2
時
～
3
時
30
分

　
　
　
　

② 

5
月
23
日（
木
） 

午
後
2
時
～
3
時
30
分

　
　
　
　

③ 

5
月
29
日（
水
） 

午
後
2
時
～
3
時
30
分

場　

所　

① 

木
津
川
市
中
央
交
流
会
館
い
づ
み
ホ
ー

ル（
木
津
川
市
木
津
宮
ノ
内
92
番
地
）

　
　
　
　

② 

京
田
辺
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル（
京
田

辺
市
田
辺
80
番
地
）

　
　
　
　

③ 

宇
治
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
宇
治
市

宇
治
琵
琶
45
番
地
の
14
）

　
　
　
　

 

各
税
務
署
で
は
、随
時
「
消
費
税
軽
減
税

率
制
度
説
明
会
」を
開
い
て
い
ま
す
。開
催

予
定
は「
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー 

消
費
軽
減
税
率
制
度
説

明
会 

を
ク
リ
ッ
ク

問
合
せ　

宇
治
税
務
署
法
人
課
税
第
１
部
門

　
　
　
　

 

☎
０
７
７
４
・
44
・
４
４
５
２
（
ダ
イ
ヤ

ル
イ
ン
）

※
宇
治
税
務
署
の
駐
車
場
に
つ
い
て

　

宇
治
税
務
署
で
は
庁
舎
増
築
工
事
中
の
た
め
、

２
０
２
０
年
１
月
末（
予
定
）ま
で
駐
車
場
は
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
せ
ん
。車
で
お
越
し
の
際
は
臨
時
駐
車
場

（
税
務
署
か
ら
西
へ
約
５
０
０
ｍ
）を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

し
尿
く
み
取
り
を
ご
利
用
の
み
な
さ
ん
へ

〜
料
金
改
定
の
お
し
ら
せ
〜

　

消
費
税
の
改
定
に
伴
い
、10
月
1
日（
火
）か
ら
し

尿
く
み
取
り
手
数
料
を

　
「
1
2
6
円
／
10
ℓ
」（
現
行
）か
ら

　
「
1
2
8
円
／
10
ℓ
」に

　
　
　
　

改
定
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課

　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1（
代
表
）

　
　
　
　

和
束
町
農
村
振
興
課

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
8（
直
通
）

　
　
　
　

南
山
城
村
産
業
観
光
課

　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
1
0
5（
直
通
）

　
　
　
　

相
楽
郡
広
域
事
務
組
合
事
務
局

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
72
・
0
4
2
1

テ
レ
ビ
受
信
障
害
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て

　

近
年
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
な
ど
に
伴
い
、携

帯
電
話
で
使
用
す
る
周
波
数
の
帯
域
の
拡
大
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、「
テ
レ
ビ
が
映
ら
な
い
」「
映
像
が
乱

れ
る
」な
ど
の
影
響
が
生
じ
る
可
能
性
の
あ
る
一
部
の

地
域
に
お
い
て
、「
一
般
社
団
法
人
7
0
0

MHz
利
用
推

進
協
会
」に
よ
る
テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策
工
事
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

対
象
地
域
に
は
、チ
ラ
シ
が
配
布
さ
れ
ま
す
。地

上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
に
影
響
が
出
た
場
合
は
、

7
0
0

MHz
利
用
推
進
協
会
に
て
、回
復
作
業
を
お
こ

な
い
ま
す
。

　

工
事
等
に
つ
き
ま
し
て
、ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
、「
7
0
0

MHz
テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
」ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

工
事
費
用
は
全
て「
一
般
社
団
法
人
7
0
0

MHz
利
用

推
進
協
会
」が
負
担
し
ま
す
。

　

訪
問
す
る
工
事
業
者
は
、「
テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策

員
証
」を
携
帯
し
て
い
ま
す
の
で
、不
審
に
思
わ
れ
た

場
合
は
、提
示
を
求
め
、「
7
0
0

MHz
テ
レ
ビ
受
信
障

害
対
策
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

 

7
0
0

MHz
テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
0
1
2
0
・
7
0
0
・
0
1
2

　
　
　
　

 

I
P
電
話
：
0
5
0
・
3
7
8
6
・

0
7
0
0
（
有
料
） 

受
付
時
間　

 

午
前
9
時
～
午
後
10
時（
土
・
日
曜
、祝
日

及
び
年
末
年
始
を
含
む
）

伊
賀・山
城
南
定
住
自
立
圏
連
携
事
業

伊
賀
市
･
笠
置
町
･
南
山
城
村

救
急・健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
24

0
1
2
0・4
1
9
9・２
２

　

心
と
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
24
時
間
体
制
で

お
応
え
し
ま
す
。※
通
話
料
・
相
談
料
は
無
料
で
す
。

◇ 

電
話
が
つ
な
が
り
ま
し
た
ら
、場
合
に
よ
っ
て
は
、

お
名
前
、年
齢
を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。ご
相
談
内

容
に
応
じ
て
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
し
ま
す
。◇
ど
こ

か
ら
で
も
伊
賀
市
・
笠
置
町
・
南
山
城
村
に
お
住

ま
い
の
み
な
さ
ま
が
無
料（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

で
ご
相
談
で
き
ま
す
。◇
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳

守
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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農村宿泊体験（
農
泊
）
今後の予定

　笠置町・和束町・南山城村の３町村協働で組織した「京都やましろ体験交流協議
会」では、子どもたちや海外の方々と農村のありのままの生活を共に送る「農泊」
事業を進めています。
　現在、３町村合わせて120軒ほど、受入家庭の登録をしていただいています。
　毎月この欄をお借りして、開催報告や、今後の予定を掲載させていただけるこ
とになりました。受入家庭の方は、予定をご覧いただき、受入可能な日程をおしら
せください。お待ちしております。
　また、少しでも受入にご興味をお持ちいただいた、笠置町・和束町・南山城
村のみなさん、受入開始まで事務局が全力でサポートいたしますので、お気軽
にご連絡ください。
京都やましろ体験交流協議会　〒619-1222　和束町白栖大狭間35（和束町活性化センター内）
　　　　　　　　　　　　　　☎ 0774・78・3396　担当：下村・吉田　　E-mail：info@chagenkyo.com

受入月日 国・地域 年代 受入家庭数（見込み） 受入人数 受入条件 申込期限

4月10日（水） フランス 大人 3 10 和束・日本家屋のみ ―

4月12日（金） ドイツ 大人 3 10 和束・日本家屋のみ ―

4月23日（火） 石川県金沢市 中学生 45 150 和束町のみ ―

4月30日（火） フランス 大人 3 10 和束・日本家屋のみ ―

5月 8日（水） フランス 大人 3 10 和束・日本家屋のみ ―

5月 9日（木） ドイツ 大人 3 10 和束・日本家屋のみ ―

5月15日（水） 兵庫県神戸市 中学生 25 100 和束町のみ ―

5月18日（土）
（2泊） アメリカテキサス州 大学生 4 12 和束町のみ 4月10日（水）

5月22日（水） 千葉県船橋市 中学生 25 80 和束町のみ 4月10日（水）

5月22日（水） フランス 大人 5 10 和束・日本家屋のみ 4月10日（水）

5月24日（金） ドイツ 大人 5 10 和束・日本家屋のみ 4月10日（水）

6月 6日（木） 兵庫県神戸市 中学生 70 240 全エリアOK 4月26日（金）

6月12日（水） 東京都足立区 中学生 13 50 和束町のみ 4月26日（金）

6月18日（火） 千葉県市川市 中学生 50 175 笠置町・和束町のみ 4月26日（金）

informationおしらせ

　

和
束
町
代
表
監
査
委
員
の
藤
木
貞
嗣
さ
ん
に
、

全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
か
ら
、
京
都
府
町
村

監
査
委
員
協
議
会
会
長
と
し
て
、
会
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
た
方
に
贈
ら
れ
る
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　

藤
木
さ
ん
は
、
平
成
24
年
11
月
か
ら
和
束
町
代

表
監
査
委
員
に
就
任
さ
れ
、
現
在
２
期
目
で
あ
り
、

財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
及
び
経
営
に
係
る
事

業
の
管
理
等
の
監
査
を
実
施
さ
れ
、
町
政
の
安
定

と
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
29
年
２
月
か
ら
平
成
31
年
２
月
ま
で
の
２
年

間
に
わ
た
り
、
京
都
府
町
村
監
査
委
員
協
議
会
会

長
に
就
任
さ
れ
、
京
都
府
内
町
村
の
監
査
委
員
制

度
の
充
実
と
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

京
都
府
町
村
監
査
委
員
協
議
会
は
、
京
都
府
内

11
町
村
で
構
成
さ
れ
、
府
内
町
村
監
査
委
員
の
連

携
の
も
と
、
監
査
制
度
の
健
全
な
る
進
展
と
地
方

自
治
の
振
興
発
展
の
た
め
活
動
し
て
お
り
、
平
成

30
年
度
で
創
立
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。

全
国
町
村
監
査
委
員

協
議
会
か
ら
感
謝
状
の

贈
呈

受入の様子

14
加茂方面のお出かけに。【相楽東部広域バス】好評運行中!
運行日：月・水・金・土（祝日運行・12月29日〜１月３日は運休）
運　賃：最大300円

月ヶ瀬口駅発 8：15／10：15／13：15／15：40
加茂駅発 9：15／11：15／14：15／16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】
株式会社キタモリ	☎0595・38・1524
【その他の問合せ】
南山城村総務課	☎0743・93・0102

運
行
状
況
確
認

Q
R
コ
ー
ド



モ
ノ
を
大
切
に
使
う
こ
と
は
大
事

な
こ
と
で
す
が
、
ど
ん
な
に
大
切
に
使

っ
て
い
て
も
経
年
劣
化
は
進
み
ま
す
。

特
に
、
石
油
や
ガ
ス
、
電
気
を
使
う
器

具
は
長
期
間
使
用
に
よ
る
劣
化
に
よ
り

危
険
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
30

年
以
上
使
用
し
て
い
た
石
油
フ
ァ
ン
ヒ

ー
タ
ー
か
ら
発
火
し
て
住
宅
火
災
を
起

こ
し
、
ご
夫
婦
が
死
亡
す
る
事
故
も
起

き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
故
を
契

機
に
特
定
の
石
油
や
ガ
ス
、
電
気
を
使

う
器
具
に
は
※
長
期
使
用
製
品
安
全
点

検
制
度
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
石
油
や

ガ
ス
、
電
気
を
使
う
器
具
の
経
年
劣
化

は
避
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
製
品

は
修
理
さ
え
す
れ
ば
永
久
に
使
え
る
と

思
い
こ
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。
製
品
の

不
具
合
を
知
り
な
が
ら
使
い
続
け
る
こ

と
は
、
発
煙
や
発
火
を
伴
う
大
き
な
事

故
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
注

意
が
必
要
で
す
し
、
修
理
対
応
も
部
品

☆『おはなしのじかん』のご案内
　日　時　4月28日（日）午前10時30分～
　場　所　和束町体験交流センター1階ホール
☆『子ども読書の日』と『こどもの読書週間』
　４月23日は『子ども読書の日』です。また、４月
23日～５月12日は『こどもの読書週間』です。これ
に合わせて、読書の機会をより増やすため、『こども
の読書週間』期間中の木曜日は図書の貸出をおこない
ます。新しい季節に、読書をとおして新しい世界をの
ぞいてみませんか。ぜひ図書室へお越しください。

☆『ブックカフェ』開催のご案内
　5月24日（金）午後6時30分より、和・民家�Cafe�
豆茶牛（まめちゃご）（笠置町）にて『ブックカフ
ェ』を開きます。今回の課題図書は『2019年本屋大
賞』のノミネート作品です。該当作品の中からお気に
入りの作品を読了してお越しください。紹介したい本
はおひとり3冊までをご持参ください。もちろん見学
のみのご参加も歓迎いたしますので、お気軽にご参加
ください。申込みなど、詳しくは「おしらせ」のペー
ジをご覧ください。

の
保
有
期
間
が
あ
る
の
で
限
界
が
あ
り

ま
す
。

対
象
と
な
る
の
は
次
の
特
定
保
守

製
品
７
品
目
（
こ
れ
ら
の
製
品
を
購
入

し
た
ら
登
録
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
消

費
者
が
忘
れ
て
い
て
も
確
実
に
点
検
の

通
知
が
来
ま
す
。
た
だ
し
点
検
は
有
料

で
す
。）

　
・
石
油
給
湯
器

　
・
石
油
ふ
ろ
が
ま

　
・
Ｆ
Ｆ
式
石
油
温
風
暖
房
機　
　

　
・
ビ
ル
ト
イ
ン
式
電
気
食
器
洗
機

　
・
浴
室
用
電
気
乾
燥
機　

　
・
屋
内
式
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器

　
・
屋
内
式
ガ
ス
ふ
ろ
が
ま

※
平
成
21
年
4
月
1
日
よ
り
も
前
に
製

造
・
輸
入
さ
れ
た
当
該
製
品
に
つ
い

て
も
、
製
造
時
期
を
確
認
し
、
メ
ー

カ
ー
の
点
検
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

長
期
使
用
の
家
電
製
品
等
に
よ
る
事
故
に

気
を
付
け
て
く
だ
さ
い

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
又
は
来
所
）

　

☎
０
７
７
４
・
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・
９
９
５
５

　
　
　
　
　
　
　

（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

　
　
　
　
　
　
　
　

相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
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※
「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
☎
１
８
８（
い
や
や
！
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

月
～
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

住　

所　

 

木
津
川
市
木
津
上
戸
15　

相
楽
会
館
１
階　

京
都
府
木
津
総
合
庁

舎
東
隣（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
5
分
）

　
　
　
　

※
土
曜
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祝
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末
年
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除
く
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☎
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･
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0
0
2
へ
（
電
話
の
み
）

和束町体験交流センター図書室より

町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠　　置

一般書
問答無用 櫻井　よしこ

夢も見ずに眠った 絲山　秋子
ニムロッド 上田　岳弘

児童書
バドミントン☆デイズ 赤羽　じゅんこ

俳句ガール 堀　直子
オバケが見える転校生！ 富安　陽子

和　　束

一般書
宝島 -HERO’s ISLAND- 真藤 順丈

怪物の木こり 倉井 眉介
怖いへんないきものの絵 中野 京子

児童書
トイレロケット はっとり ひろき

風と行く者 –守り人外伝- 上橋 菜穂子
よのなかルールブック メシが食える大人になる! 高濱 正伸

南山城村

一般書
フーガはユーガ 伊坂　幸太郎

愛なき世界 三浦　しをん
一切なりゆき 樹木　希林

児童書
ネコヅメのよる 町田　尚子
たくさんのドア アリスン・マギー

ちびまる子ちゃんのマナーとルール さくら　ももこ

☆３町村のどなたでも借りられます。
　最寄の図書室でリクエストして下さい。

図書室
　だより

★ Pick UP ★
「怖いへんないきものの絵」
中野　京子 / 著   早川　いくを / 著

　2大ベストセラー『怖い絵』と
『へんないきもの』が、まさか
の合体。
　アルチンボルドの魚、ルーベ
ンスのオオカミ、クラナッハの
ミツバチ、ペルッツィのカニ……
　不気味で可笑しい名画の謎
に迫る!
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人口・世帯数
（平成31年３月１日現在）３町村人口

ベストショットまち＊むら 南山城村

　やまなみホールのすぐ近く、遊歩道沿いにアーチ状に続く
八重桜。開花時期には八重桜のトンネルができます。
　例年４月中旬から下旬に見ごろを迎え、すぐ近くの農林産
物直売所では４月14日（日）に桜まつりを開いて、杵つき
餅や村の特産である原木しいたけのしいたま焼きの販売など
をおこないます。
　桜の下で村の特産と景色を楽しみにお出かけしませんか。

【さくらまつり】
　４月14日（日）午前10時～午後２時
　問合せ　南山城村農林産物直売所　☎ 0743・93・1000
　営業時間　午前９時～午後３時

八重桜のトンネル

◆缶類収集日
　笠 置 町　毎月　第３　日曜日の翌日
　和 束 町　毎月　第２・４　金曜日
　南山城村　毎月　第２　　　水曜日

和 束 町

〒619-1295 京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14-2

☎0774-78-3001
FAX0774-78-2799

http://www.town.wazuka.kyoto.jp/

南 山 城 村

〒619-1411 京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14-1

☎0743-93-0101
FAX0743-93-3030

http://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

笠 置 町

〒619-1303 京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90-1

☎0743-95-2301
FAX0743-95-2961

https://www.town.kasagi.lg.jp/

印刷所　タケダ印刷株式会社
　　　　〒619-0115 京都府城陽市観音堂甲畑63　TEL：0774-53-3643  FAX：0774-55-2754

ビン・缶類の出し方

ごみの出し方に
関する問合せ

笠置町税住民課 和束町農村振興課 南山城村産業観光課
☎0743･95･2301（代表） ☎0774･78･3008（直通） ☎0743･93･0105（直通）

編
集

・
発

行
　

相
楽

東
部

広
域

連
合

〒
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府

相
楽

郡
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束
町

大
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中
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字
平

田
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出せるもの（一例）
ジュースの缶・ビールの缶・缶詰の缶・一斗缶・スプレー缶

出す時の注意
◎中身を全部取り除き水洗いしてください。
◎中にタバコなどを入れたまま出さないでください。
◎ スプレー缶・カセットボンベ等については中身が残っ

たままであると、発火事
故の原因となり大変危険
です。使いきってから缶
類の日に出してください。

◎ 缶以外の金属は粗大ごみ
に出してください。店等
に引取を依頼してくださ
い。

缶 類

◆ビン収集日
　笠 置 町　毎月　第２　火曜日の翌日
　和 束 町　毎月　第３　金曜日
　南山城村　毎月　第３　月曜日

出せるもの（一例）
ジュースのビン・酒のビン・調味料のビン

出す時の注意
◎ キャップやふたは必ず外して、中身を全部取り除き軽く水

洗いしてください。
◎ 外したふたは、プラスチック製のものはプラスチック製容

器包装に、金属製のものは粗大ごみに出してください。
◎ ビール瓶・一升瓶・牛乳瓶等はできるだけ購入店へ返却し

てください。購入店に返却された
瓶は洗浄してリユース（再利用）さ
れます。

◎ 農薬・劇薬等のビンは収集できま
せんので販売店等に引取を依頼し
てください。

ビ ン

広
報

2019

4第
157 号

人　口 3,956人　
世帯数 1,711世帯

（減1）
（0）

人　口 1,326人　
世帯数   641世帯

（0）
（0）

人　口 2,750人　
世帯数 1,243世帯

（減7）
（増1）




